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1959年6月静岡県静岡市に生まれる。1978年静岡県立静岡高校を卒業し，同年東京大学理科Ⅰ類に入学。1982年東京大学理学部地学科地

質学鉱物学コース卒業後，同年東京大学大学院理学系研究科鉱物学専攻に進学した。1987年博士課程修了，同時に同大学から博士(理学)
の学位を授与される。東京大学在学時には，竹内慶夫教授および床次正安教授の指導を受け，博士の学位は床次 正安教授（主査）より

いただいた。博士論文題目は ｢Structure and Crystal Chemistry of a Dense  Polymorph of Tricalcium Phosphate Ca3(PO4)2｣であった。1987年4月
～1995年8月まで東北大学素材工学研究所（旧東北大学選鉱製錬研究所）助手，1995年9月より1999年3月まで東北大学金属材料研究所助教

授，1999年4月～2007年3月まで東京大学大学院理学系研究科助教授として研究に従事し，2007年4月からは東北大学金属材料研究所ランダ

ム構造物質学研究部門教授として研究を継続している。 
 
受賞題目：「複雑構造を有する物質群の構造解析法の開発研究」 

受賞理由 

機能性材料素材の開発は，我が国の科学技術を高い水準で維持し発展させるキーポイントである。しかし21世紀型の材料素材には，高

機能，安全性および再資源化など多様なインテリジェンスが要求されており，その開発は容易ではない。これまで杉山和正会員は，21世
紀型新素材の開発基盤は天然鉱物および岩石にあると考え，常に素材開発を天然物との係わり合いの中で捉えてきた。 
大学院在学中は，天然鉱物の構造と物性との関連性に関する研究に従事し，複雑な陽イオン分布を有するゼオライトの構造解明また高

温高圧下における酸化物結晶の構造変化に関する研究を行ない，地球物質科学の研究分野に貢献してきた。また，当時稼動を開始したシ

ンクロトロン放射光源をいち早く地球物質科学の分野に導入し，鉱物の高温高圧構造のその場観察などを通して地球物質科学の発展に寄

与した。 
東北大学多元物質科学研究所（旧 選鉱製錬研究所）の応用鉱物学研究部門に奉職後も，シンクロトロン放射光を使った物質の構造を

決定する方法論の開発に従事した。特に，原子番号の近接する元素の分別が困難である従来のX線回折法をブレークスルーするX線異常散

乱法(AXS)の応用研究は，結晶質・非結晶質を問わず複雑化合物の目的元素周囲の構造情報を与える環境構造解析としてその後大きく発

展している。当時話題の酸化物超電導体，イオン伝導体およびスピネル結晶中の陽イオン分布の決定などの研究，さらに酸化物ガラスな

どのランダム系物質の構造研究の経験を積み重ね，無機化合物の構造物性に関する研究分野で着実な成果を挙げている。さらに，大学院

在学中に手がけたエネルギー分散型回折法が，広範囲の波数ベクトル領域の情報を短時間で得られる点において優れ，極端条件における

解析に適している利点に着目し，高温融体の精密構造解析を目指す新しい装置の試作・改良ならびにデータ解析プログラムの開発にも成

功した。そして例えば，珪酸塩マグマやLiNbO3融液の構造解析結果は，地球科学的データとしてあるいは結晶素材育成に関わる技術的問

題解決のための基礎データとして関連研究分野で注目を集めた。 
東北大学金属材料研究所に移動後に推進した準結晶関連クラスター結晶群および環境調和型材料素材としての実用化が期待されるゼオ

ライト化合物群に関する研究は，これまでの研究成果を材料素材の研究分野に積極的に展開した研究と考えることができる。特に5回対称

軸を有する準結晶は，当時の結晶学の常識を覆す新しい物質であるが，杉山会員はこのような結晶学の基礎的問題にも積極的に挑戦し，

直径2 nmを超える正二十面体原子クラスターを発見した研究成果は準結晶相の構造モデルに最終的な結論を与える研究成果として，世界

的に高く評価されている。 
最近では，杉山会員が発展させたＸ線異常散乱法を用いて，ゼオライト構造に含有されるSe鎖の構造解析，メタミクト鉱物および溶液

反応によって生成したクリソコーラなどの潜晶質鉱物を行うなど，構造未解明の複雑鉱物群の構造解析法の開発およびその改良を推進し

ている。このような構造複雑系物質の原子配列を精密に決定する新しい解析技術の開発が，これまで未解明の天然鉱物の体系化はもちろ

ん，最近注目されているナノテクノロジーのキーポイントであることは間違いなく，このような観点から杉山会員が最近積極的に推進す

るＸ線異常散乱実験とリバースモンテカルロ法をドッキングしたAXS-RMC法は，複雑鉱物群の解析に加えてこれまで未解明であったラ

ンダム系物質の詳細な構造を解き明かすことを可能とする日本発の新しい解析法として大きな注目を集めている。杉山会員は，複雑な構

造を持つ鉱物や非結晶の構造解析法の開発に加えて，新しい鉄鋼製錬プロセスを目指した鉱石原料の複合化に関する研究およびエネルギ

ー問題の解決に大きく寄与できるGaNバルク結晶の作製に関する研究など，鉱物学および岩石学から発展した学理を関連する学問分野に

普及さる社会貢献にも努めている。 
 このように，杉山会員がこれまで推進してきた鉱物学から発展してきた複雑構造を解明する方法論の開発研究そして研究成果を関連

する材料素材の分野に発展させる研究は，通常の材料科学の研究者では開拓できない鉱物学発信の学際研究と考えることができる。した

がって，杉山会員の業績は日本鉱物科学会賞に相応しいものであり，杉山和正会員を受賞候補者として推薦する。 
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